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Free Trade Area of the Americas）創設の試みは，

















Bolivariana para los Pueblos de Nuestra América）
に参加，自由競争原理に基づく FTAA に代え，
ボリビアの提案に基づき連帯・補完・互酬を原理





















盟（ALBA），南米諸国連合（UNASUR: Unión de 
Naciones Suramericanas）， ラ テ ン ア メ リ カ・ カ
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Andean Trade Promotion and Drug Eradication 
Act）の継続を求める妥協的対応を示していた。
しかし，反米主義は徐々に徹底されるようになっ
た。2008 年 9 月，東部の反政府抗議行動が頂点に
達したとき，「東部との陰謀」を理由にゴールド
バーグ（Philip Goldberg）米大使を追放し，麻薬














リビア経済は，2006 年以降 2012 年までの間，年
平均 4.8%の GDP 成長で浮揚し，低所得国から下
位中所得国に変貌を遂げつつある。財政収支は年
平均 GDP 比 2.3%の黒字を記録し，政府債務比率
は GDP 比 73%から 29%に低下した。輸出額は 28
億ドルから 110 億ドルへ，外貨準備高は 17 億ド
ルから 140 億ドル（GDP 比 52％）へと歴史的水準
に達した。国債の格付けも上昇し，2012 年 10 月，






児童生徒に対する給付（年額約 30 ドル）， 60 歳以
上への非拠出型年金給付（月額約 30 ドル），妊産
婦と乳児に対する給付により，貧困人口は 60％
から 45%，極貧人口は 38％から 21%へと減少し，
国連ミレニアム開発目標の達成も確実となった。
このほか，基本食料，ガソリン価格，電気料金等


























Prada y otros [2011]）。
実際の経済政策も，社会運動による反政府動員



















慎重であった。2003 年 10 月のサンチェス・デロ


































口比では 2 対 1 の割合で後者が勝っていた（Tierra 
[2011]）。
2011 年 8 月 15 日，低地のボリビア東部先住民
連合（CIDOB: Confederación de Pueblos 




全国会議（CONAMAQ: Consejo Nacional de Ayllus 









9 月 25 日，警察が介入して参加者を拘束し，バ
スで強制移動させるに至った。この事件は，平和
な行進への国家による弾圧，人権侵害として政治








ないと明記した法律を 10 月 24 日，議会審議を
経て即日公布した。だが今度は，大統領の中核的
な支持組織である移住者，コカ栽培農家などから
なる南部先住民会議（CONISUR: Consejo Nacional 
de Indígenas del Sur）が 12 月 20 日，同法律の廃
棄を求めて行進を開始する。翌 2012 年 1 月 30 日
ラパスに到着し，議会指導部と協議を重ねた結
果，2 月 9 日に議会は新憲法や国際労働機関（ILO: 











































































チャベス政権は，2007 年から 2013 年半ばまで
に，「変革するボリビア，実行するエボ」プログラ
ムに 6 億 7000 万ドルの支援を行っている。モラ
レス政権は，それを基に地方自治体や社会勢力に
対し 4580 の小規模プロジェクトに資金を供与し





















































（Edward Snowden）元米 CIA 職員の亡命問題に
際して， ロシアでのガス輸出国フォーラム首脳会
議に出席した帰路，モラレス大統領を乗せた大統






























































































意があった。そして 2009 年 4 月 14 日公布された
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チャベス後のボリビア・モラレス政権―長期政権化への道
そしてモラレス政権は，巧みにも憲法裁判所の















































































































Achtenberg, E. [2013] “Contested Development: The 
Geopolitics of Bolivia’s TIPNIS Conflicts,” Nacla 
Report on the Americas, Vol.46, No.2, pp.6-10.
Almaraz, Alejandro, Prada, Raul, y otros [2011] 
“Por la recuperación del proceso de cambio 
para el pueblo y con el pueblo: Manifiesto de la 
Coordinadora Plurinacional de la Reconducción,” 
(http://www.vientosur.info/spip.php?article5583. 
2011 年 7 月 10 日アクセス).
Defensoría del Pueblo [2011] Informe Defensorial: Respecto 
a la Violación de los Derechos Humanos en la Marcha 
Indígena, La Paz, noviembre.
García Linera, Álvaro [2011] “Las tensiones creativas 
de la Revolución: La quinta fase del Proceso del 
Cambio,” Vicepresidencia del Estado Plurinacional 
del Bolivia. (http://www.vicepresidencia.gob.bo/
IMG/pdf/tensiones_revolucion.pdf 2011 年 8 月 21
日アクセス).
Latin American Andean Group Report （LAAGR） 
[2013a] “Shifting Sands Post Chavez,” June, pp.4-5. 
― [2013b] “Moving Again on Mining,” September, 
pp.4-6. 
Ministerio de Economía y Finanzas Públicas （MEFP） 
[2013] Bolivia: logros del nuevo modelo económico, La 
Paz: Ministerio de Economía y Finanzas Públicas. 
(http://medios.economiayfinanzas.gob.bo/ 2013 年
5 月 24 日アクセス).
Molina, Fernando [2013] “¿Por qué Evo Morales sigue 
siendo popular?,” Nueva Sociedad No.245, mayo-
junio, pp.4-14.
Rossell Arce, Pablo [2012] “2011: ¿el parteaguas del 
evismo? Bolivia después del conflict del Tipnis,” 
Nueva Sociedad, No.237, enero-febrero, pp.4-16.
Tierra [2011] Territorios indígena originario campesinos en 
Bolivia, Informe 2010, La Paz: Fundación Tierra
Vargas Llosa, Mario [2013] “Jubilar a los espías,” La 
República, Peru, Julio 14.
（おそのい・しげお／筑波大学教授）
